
国

民

精

神

昂

揚

運

動

合

同

研

修
会
が
、

令
和
六
年
三
月
二
十
八
日
に
米
子
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル

を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。

令
和
五
年
五
月
に
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
位
置
づ
け
が
五

類
感
染
症
に
な
っ
て
以
来
初
の
開
催

と
な
り
、
神
社
関
係
者
百
七
十
四
名

の
参
加
を
得
て
研
鑽
を
積
ん
だ
。

今
回
は
埼
玉
県
芝
園
団
地
前
事
務

局
長
岡
崎
弘
樹
氏
を
迎
え
「
地
域
の

共
生
と
神
社
」
を
主
題
に
十

年
後
の
地
域
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い

て
基
調
講
演
が
あ
り
、「
十
年
後
の
地

岡崎弘樹氏

廳

報
鳥取市上町８７
鳥取縣神社廳
庁報編集室
0857-24-7699

祝祭日には
国旗を掲揚
しましょう

域
の
姿
」
を
演
題
に
、
氏
は
外
国
人

居
住
者
が
多
数
暮
ら
す
、
埼
玉
県
の

団
地
の
自
治
会
事
務
局
長
を
務
め
、

外
国
人
と
の
「
共
存
」
・
「
共
生
」
に

成
功
し
た
体
験
を
踏
ま
え
、
神
社
と

地
域
住
民
と
の
繋
が
り
を
さ
ら
に
深

め
る
手
が
か
り
を
示
し
て
い
た
だ
い

た
。鳥

取
県
に
お
い
て
は
外
国
人
居
住

者
の
割
合
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
は
な
い

が
、
交
流
を
避
け
地
域
と
の
付
き
合

い
を
し
な
い
人
が
増
え
て
い
る
と
い

う
共
通
す
る
点
が
あ
り
、
岡
崎
氏
の

取
り
組
み
は
非
常
に
興
味
深
い
内
容

で
あ
っ
た
。
氏
の
「
同
じ
騒
音
で
も
、

普
段
の
付
き
合
い
が
あ
る
人
が
出
す

騒
音
と
付
き
合
い
の
な
い
人
が
出
す

騒
音
で
は
感
じ
方
が
全
く
違
う
」
と

い
う
言
葉
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

基
調
講
演
の
後
に
行
わ
れ
た
研
究

討
議
で
は
、
永
江
吉
邦
教
化
部
企
画

室
長
を
進
行
役
に
、
小
森
治
比
古
副

庁
長
、
船
越
寛
明
日
野
支
部
長
、
渡

邊
香
里
教
化
部
企
画
室
委
員
が
登
壇

し
、
登
壇
者
の
自
己
紹
介
の
後
、
㈠

各
々
の
神
社
と
地
域
住
民
と
の
関
係

の
現
状
に
つ
い
て
、
㈡
現
在
感
じ
て

い
る
問
題
点
、
㈢
そ
れ
に
対
す
る
具

体
的
な
取
り
組
み
、
㈣
十
年
後
の
神

社
と
地
域
住
民
と
の
関
係
を
見
据
え

た
取
り
組
み
を
語
っ
て
い
た
だ
き
、

岡
崎
氏
を
交
え
て
意
見
交
換
が
行
わ

れ
た
。
最
後
に
教
化
部
長
の
中
嶋
俊

史
氏
に
研
修
の
ま
と
め
を
し
て
い
た

だ
き
閉
会
と
な
っ
た
。

鳥
取
県
女
子
神
職
会
は
今
年
で
結

成
四
十
周
年
を
迎
え
た
。

去
る
二
月
十
八
日
に
は
大
山
町
所

子
賀
茂
神
社
に
て
会
員
奉
仕
に
よ
る

奉
告
祭
を
斎
行
。
五
月
十
八
日
に
米

子
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
に
て
、

米
原
尊
仁
鳥
取
県
神
社
廳
長
を
始
め

と
す
る
県
内
神
社
関
係
者
の
ほ
か
、

全
国
女
子
神
職
協
議
会
山
本
行
子
副

会
長
、
中
国
五
県
各
県
会
長
の
臨
席

の
も
と
記
念
式
典
を
挙
行
し
た
。

金
田
会
長
に
よ
る
挨
拶
で
は
、
結

成
当
時
に
思
い
を
は
せ
、
先
輩
諸
賢

か
ら
現
会
員
に
繋
が
っ
た
思
い
を
次

世
代
へ
繋
ぐ
こ
と
に
触
れ
、
米
原
廳

長
、
山
本
全
国
副
会
長
に
よ
る
祝
辞

の
中
で
、
女
子
神
職
の
立
場
だ
か
ら

こ
そ
で
き
る
こ
と
へ
の
今
後
の
期
待

が
伝
え
ら
れ
た
。

鳥
取
県
女
子
神
職
会

結
成
四
十
周
年
記
念
式
典
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式
典
の
中
で
高
校
一
、
二
年
生
の

社
家
の
子
女
四
名
の
舞
姫
に
よ
る
『
浦

安
の
舞
』
が
披
露
さ
れ
た
。
女
子
神

職
会
が
長
年
取
り
組
ん
だ
舞
の
稽
古

の
中
で
、
小
学
生
の
頃
か
ら
舞
に
触

れ
た
舞
姫
た
ち
。
こ
の
度
、
各
保
護

者
の
協
力
を
得
て
大
舞
台
に
臨
ん
だ
。

鳥
取
県
護
国
神
社
所
有
の
衵
装
束
に

身
を
包
み
舞
う
姿
に
会
場
か
ら
は
大

き
な
拍
手
が
沸
き
起
こ
っ
た
。
舞
姫

や
保
護
者
か
ら
は
経
験
で
き
て
よ
か

っ
た
、
こ
こ
か
ら
ま
た
舞
を
続
け
て

い
き
た
い
と
の
声
が
聞
か
れ
た
。

続
く
祝
賀
会
で
は
四
十
年
の
歩
み

社家の子女による「浦安の舞」披露

が
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
さ
れ
、
懐
か
し

い
写
真
や
若
か
り
し
姿
に
会
場
か
ら

感
嘆
の
声
が
聞
こ
え
、
四
十
年
の
思

い
出
話
に
花
が
咲
い
た
。

実
行
委
員
会
を
何
度
も
開
催
し
、

会
員
各
々
が
こ
の
日
の
た
め
に
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
み
作
り
上
げ
た
式

典
は
、
次
の
十
年
に
、
次
世
代
へ
と

繋
が
る
礎
と
な
り
、
会
員
た
ち
の
笑

顔
が
あ
ふ
れ
る
一
日
と
な
っ
た
。

（
文
責

後
藤
裕
里
香
）

賀
露
神
社
禰
宜

岡
村
吉
彦

賀
露
神
社
の
ホ
ー
エ
ン
ヤ
祭
で
船

に
乗
っ
て
千
代
川
河
口
付
近
を
下
る

海
上
行
列
。
昭
和
初
期
～
戦
前
の
写

真
と
思
わ
れ
ま
す
。
現
在
は
箱
形
の

台
船
に
神
輿
を
納
め
て
川
を
下
っ
て

い
ま
す
が
、
当
時
は
二
～
三
隻
の
大

型
の
和
船
に
分
か
れ
て
乗
っ
て
い
ま

し
た
。
向
か
っ
て
右
の
船
に
御
神
輿

や
榊
・
鉾
な
ど
が
納
め
ら
れ
、
左
の

写
真
で
見
る

昔
の
祭
礼
行
事

賀
露
神
社
ホ
ー
エ
ン
ヤ
祭

昭
和
初
期
の
ホ
ー
エ
ン
ヤ
祭

現
在
の
ホ
ー
エ
ン
ヤ
祭

船
に
幟
武
者
ら
が
乗
っ
て
い
る
の
が

わ
か
り
ま
す
。
ま
た
そ
の
周
り
を
数

隻
の
ホ
ー
エ
ン
ヤ
伝
馬
船
が
巡
っ
て

い
ま
す
。
河
口
の
東
岸
は
ま
だ
一
面

が
砂
浜
で
し
た
。
遠
く
に
駟
馳
山
（
し

ち
や
ま
）
が
う
っ
す
ら
と
み
え
ま
す
。

中
部
支
部
副
支
部
長

米
原
俊
宏

中
部
支
部
教
化
研
修
会
が
三
月
二

十
六
日
に
湯
梨
浜
町
の
倭
文
神
社
社

務
所
で
開
催
さ
れ
た
。

今
回
の
研
修
会
は
、
講
師
に
日
本

伝
統
建
築
技
術
者
棟
梁
認
定
・
日
本

伝
統
建
築
技
術
保
存
協
会
会
員
の
山

根
賢
志
氏
を
招
き
「
大
嘗
宮
建
設
」

と
題
し
た
講
義
を
拝
聴
し
た
。

大
嘗
宮
建
設
の
建
設
工
期
は
、
令

和
元
年
七
月
二
十
四
日
か
ら
九
月
十

五
日
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
旧
江
戸

昔
の
祭
礼
行
事
写
真
を

募
集
し
ま
す

『
廳
報
』
で
は
、
昔
の
祭
礼
行

事
な
ど
が
写
る
写
真
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
お
持
ち
の
方
は
神
社
廳

ま
で
連
絡
願
い
ま
す
。

大
嘗
宮
建
設
を
学
ぶ

支
部
研
修
報
告

令和６年６月３０日 鳥 取 縣 神 社 廳 報 第１０４号 （２）



城
南
側
の
敷
地
に
廻
立
殿
を
は
じ
め
、

悠
紀
殿
・
主
基
殿
、
皇
族
の
方
々
が

参
列
さ
れ
る
小
忌
幄
舎
が
、
東
西
に

二
棟
、
黒
木
造
り
の
鳥
居
を
六
カ
所

に
配
す
る
広
大
な
建
物
を
建
設
す
る

工
事
工
程
に
つ
い
て
説
明
を
伺
っ
た
。

工
事
の
元
請
け
は
清
水
建
設
で
、

当
初
予
算
十
八
億
円
だ
っ
た
が
、
名

誉
な
事
と
八
億
円
と
い
う
破
格
金
額

で
入
札
し
て
請
け
負
っ
た
。

現
場
大
工
七
十
名
、
ク
レ
ー
ン
な

ど
を
扱
う
現
場
作
業
員
を
含
め
百
三

十
名
。
千
葉
県
加
工
場
の
大
工
作
業

員
を
含
め
る
と
二
百
数
十
名
が
工
事

に
従
事
さ
れ
た
。
皇
居
作
業
員
に
は

作
業
時
の
注
意
事
項
と
、
毎
日
、
皇

宮
警
察
に
よ
る
身
体
検
査
が
あ
り
、

工
事
内
容
な
ど
は
持
ち
出
し
禁
止
で

あ
っ
た
。

山
根
講
師
は
、
秋
篠
宮
様
が
参
列

さ
れ
る
小
忌
幄
舎
の
建
築
担
当
チ
ー

ム
と
し
て
従
事
さ
れ
た
。
二
ヶ
月
弱

の
短
い
工
期
の
た
め
、
加
工
場
で
材

料
資
材
を
完
成
さ
せ
現
場
で
組
み
立

て
て
、
建
前
か
ら
二
日
後
に
は
大
屋

根
が
ほ
ぼ
完
成
し
た
。
秋
篠
宮
様
の

「
余
り
予
算
を
掛
け
な
い
よ
う
に
」

講
演
要
旨

と
の
ご
意
向
に
配
慮
し
て
、
杉
板
の

赤
身
を
用
い
て
檜
皮
風
の
色
味
を
出

し
、
天
井
に
は
シ
ナ
合
板
、
柱
材
は

節
の
多
い
も
の
を
使
っ
た
。
四
日
目

に
は
廻
立
殿
の
屋
根
が
完
成
し
、
か

な
り
の
ス
ピ
ー
ド
で
建
築
が
進
ん
だ
。

建
設
期
間
中
は
真
夏
の
暑
さ
の
中

順
調
に
作
業
は
進
め
ら
れ
た
が
、
九

月
に
入
り
八
日
、
九
日
に
台
風
直
撃

の
ニ
ュ
ー
ス
が
入
り
、
前
日
に
シ
ー

ト
を
貼
り
ワ
イ
ヤ
ー
で
建
物
を
補
強

し
て
台
風
に
備
え
た
。
九
日
午
前
四

時
過
ぎ
に
東
京
は
暴
風
域
に
入
っ
た

た
め
、
作
業
員
は
現
場
確
認
の
た
め

宿
舎
か
ら
向
か
っ
た
が
、
道
路
は
冠

水
し
倒
木
も
あ
り
、
一
時
間
半
近
く

か
か
っ
て
よ
う
や
く
現
地
に
到
着
し
、

現
状
を
確
認
し
た
ら
、
大
嘗
宮
は
シ

ー
ト
が
剥
が
れ
た
程
度
で
済
み
、
皆

が
神
様
の
御
加
護
が
あ
っ
た
と
安
堵

し
た
。

た
だ
、
千
葉
工
場
は
倒
木
と
冠
水

で
使
用
不
能
と
な
り
、
工
事
の
進
捗

が
危
惧
さ
れ
て
い
た
が
、
関
係
者
の

中
に
神
奈
川
県
の
小
田
原
に
工
場
を

持
つ
方
が
あ
り
、
そ
ち
ら
を
借
り
て

無
事
に
工
事
を
完
遂
で
き
た
。

大
嘗
祭
当
日
は
、
大
工
と
作
業
員

は
、
建
物
整
備
・
作
業
班
と
し
て
携

わ
る
事
が
出
来
た
。

余
談
だ
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
出
雲
大
社

の
上
空
に
鳳
凰
に
見
え
る
雲
が
現
れ

て
い
た
と
出
て
い
た
。
本
当
に
神
様

の
御
加
護
の
も
と
、
工
事
を
終
え
る

事
が
出
来
た
と
感
謝
し
て
い
る
。

伊
勢
神
宮
は
、
正
式
に
は
「
神
宮
」

と
い
い
ま
す
。
神
宮
に
は
、
皇
室
の

御
祖
先
の
神
と
仰
ぎ
、
私
た
ち
国
民

神
社
豆
知
識

式
年
遷
宮

の
大
御
祖
神
と
し
て
崇
敬
を
集
め
る

天
照
大
御
神
を
お
祀
り
す
る
皇
大
神

宮
（
内
宮
）
と
、
衣
食
住
を
始
め
産

業
の
守
り
神
で
あ
る
豊
受
大
御
神
を

お
祀
り
す
る
豊
受
大
神
宮
（
外
宮
）

を
始
め
、
一
四
所
の
別
宮
、
四
三
所

の
摂
社
、
二
四
所
の
末
社
、
四
二
所

の
所
管
社
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
一

二
五
の
宮
社
全
て
を
含
め
て
神
宮
と

い
い
ま
す
。

神
宮
で
二
十
年
に
一
度
、
内
宮
や

外
宮
の
正
殿
な
ど
の
社
殿
を
建
て
直

し
、
ご
神
体
を
遷
す
「
式
年
遷
宮
」。

前
回
の
ご
遷
宮
か
ら
十
年
が
経
過

し
、
次
の
ご
遷
宮
へ
向
け
た
準
備
が

始
ま
る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

遷
宮
に
は
た
く
さ
ん
の
お
祭
り
や

行
事
が
あ
り
、
前
回
の
遷
宮
で
は
、

御
用
材
を
奉
曳
す
る
御
木
曳
行
事
や
、

新
宮
に
御
白
石
を
献
す
る
御
白
石
持

行
事
に
、
全
国
か
ら
も
多
く
の
特
別

神
領
民
が
奉
仕
し
、
鳥
取
県
か
ら
も

多
く
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

二
千
年
前
か
ら
守
ら
れ
続
け
る
ご

神
域
で
の
お
祭
り
、
参
拝
だ
け
で
な

く
ご
奉
仕
の
機
会
も
あ
る
と
良
い
で

す
ね
。

（
後
藤
裕
里
香
）
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鳥
取
県
神
社
庁
で
は
、
近
年
の
情

報
化
社
会
へ
の
対
応
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
氏
子
へ
の
啓
発
活
動
の
推
進

を
図
る
た
め
、
令
和
四
年
度
よ
り
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

教
化
部
内
に
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作

成
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
て
全
体
的

な
方
針
を
協
議
し
、
具
体
的
な
作
業

に
つ
い
て
は
、
五
名
の
ワ
ー
キ
ン
グ

チ
ー
ム
（
岡
村
吉
彦
・
渡
邊
香
里
・

小
田
成
範
・
花
田
充
・
河
上
統
一
）

が
中
心
と
な
っ
て
、
内
容
・
構
成
の

検
討
と
デ
ー
タ
の
作
成
・
入
力
を
行

い
ま
し
た
。
何
度
も
協
議
を
重
ね
つ

つ
制
作
を
進
め
た
結
果
、
こ
の
た
び

完
成
の
運
び
と
な
り
、
五
月
二
十
八

日
に
米
原
庁
長
立
ち
会
い
の
も
と
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
い
た
し

ま
し
た
。

多
く
の
方
々
に
鳥
取
県
の
神
社
や

祭
礼
行
事
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
郷
土
色
を
出
す
こ
と
を
重

視
し
、
県
内
の
す
べ
て
の
神
社
の
由

緒
や
特
色
あ
る
祭
礼
行
事
を
ふ
ん
だ

ん
に
盛
り
込
ん
だ
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
来
る
第
六
十
三
回
式

年
遷
宮
を
見
据
え
て
、
伊
勢
神
宮
に

関
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
た
り
、
女

子
神
職
会
・
神
道
青
年
会
・
教
育
関

係
神
職
協
議
会
の
活
動
を
発
信
す
る

た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が
発
行
し

て
い
る
広
報
誌
に
つ
い
て
も
掲
載
し

て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
構
成
・
内
容
は

以
下
の
と
お
り
で
す
。

鳥
取
縣
神
社
廳
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
完
成

教
化
部
広
報
室
長
・
Ｈ
Ｐ
作
成
委
員
長

岡
村
吉
彦

Ｈ
Ｐ
の
ト
ッ
プ
画
面

①
鳥
取
県
の
神
社
を
探
す

鳥
取
県
神
社
誌
『
因
伯
の
み
や
し

ろ
』
を
も
と
に
、
県
内
八
二
三
社
の

基
本
情
報
（
鎮
座
地
・
御
祭
神
・
例

祭
日
・
由
緒
な
ど
）
と
写
真
・
地
図

情
報
を
掲
載
。

②
神
話
と
お
ま
つ
り

県
内
の
特
色
あ
る
祭
礼
行
事
と
、

鳥
取
県
に
関
す
る
日
本
神
話
及
び
関

係
す
る
神
社
・
地
域
の
紹
介
。

③
神
道
に
つ
い
て

家
庭
祭
祀
や
人
生
儀
礼
な
ど
身
近

な
神
道
に
関
す
る
記
事
と
、
伊
勢
神

宮
の
式
年
遷
宮
に
つ
い
て
紹
介
。

④
庁
報
・
広
報
誌

『
庁
報
』
お
よ
び
女
子
神
職
会
・

神
道
青
年
会
・
教
育
関
係
神
職
協
議

会
の
広
報
誌
の
最
新
号
と
バ
ッ
ク
ナ

ン
バ
ー
を
掲
載
。

神社検索画面

⑤
そ
の
他

鳥
取
県
神
社
庁
の
紹
介
、
神
社
関

係
団
体
の
リ
ン
ク
集
、
神
職
専
用
サ

イ
ト
な
ど
。

今
後
は
多
く
の
方
に
活
用
し
て
戴

き
、
神
社
や
祭
礼
行
事
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
て
戴
く
と
と
も
に
、
神
社

の
研
修
や
氏
子
の
教
化
活
動
等
に
役

立
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

な
お
、
制
作
に
あ
た
っ
て
は
、
教

化
部
を
は
じ
め
多
く
の
皆
様
に
御
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を

借
り
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

掲
載
情
報
は
、
随
時
更
新
す
る
予

定
で
す
。
ま
た
、
当
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
パ
ソ
コ
ン
だ
け
で
な
く
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
御
活
用
下
さ
い
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

で
読
み
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
（QR

コ
ー
ド
）
↓
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江
美
神
社
権
禰
宜

梅
林
友
子

鎮
座
地

江
府
町
江
尾
一
八
九
四
番
地

御
祭
神

天
照
國
照
彦
天
火
明
櫛
玉

饒
速
日
命

他

十
七
柱

祭
礼
日

四
月
二
十
一
日

七
月
二
十
一
日

十
月
二
十
一
日
（
例
大
祭
）

由
緒当

社
は
古
来
こ
の
地
方
の
産
土
神

に
し
て
、
一
円
の
総
鎮
守
で
あ
っ
た
。

江
美
神
社
拝
殿

神
社
紹
介

江
美
神
社

往
古
よ
り
大
社
或
い
は
大
宮
、
尊
氏

等
の
社
格
を
称
え
し
事
も
あ
っ
た
。

天
暦
年
中
（
九
四
七
年
～
）
大
和

国
石
上
神
宮
の
御
分
霊
を
勧
請
し
た

神
社
で
あ
る
。

天
文
五
年
（
一
五
三
六
）
四
代
目

江
美
城
主
蜂
塚
右
衛
門
尉
の
時
本
社

を
造
営
し
た
こ
と
を
記
す
棟
札
や
、

天
正
九
年
（
一
五
八
一
）
吉
川
駿
河

守
元
春
公
の
棟
札
が
現
存
し
、
他
多

数
の
棟
札
が
残
っ
て
い
る
。

江
美
神
社
は
大
正
四
年
五
月
二
十

一
日
に
七
神
社
を
合
併
し
、
大
正
十

一
年
四
月
に
現
今
の
地
に
遷
宮
遷
座

祭
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
時
に
は
、

伯
備
線
江
尾
駅
開
通
営
業
開
始
で
近

郷
近
在
の
多
く
の
人
で
ご
っ
た
返
し

た
と
い
う
。

ま
た
、
戦
中
戦
地
へ
出
生
の
際
、

拝
殿
の
御
幕
を
切
り
取
り
御
守
り
と

し
て
身
に
つ
け
た
と
い
う
。
そ
の
お

陰
か
殆
ど
戦
死
す
る
人
が
い
な
か
っ

た
と
い
う
話
で
あ
る
。

昭
和
に
な
っ
て
、
秋
の
例
大
祭
に

は
子
ど
も
神
輿
が
町
内
を
巡
幸
し
、

祭
典
で
は
小
六
年
女
子
に
よ
る
浦
安

の
舞
の
奉
納
を
続
け
て
来
た
。

諏
訪
神
社
禰
宜

後
藤
裕
里
香

コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
た
昨
年
十
月
、

当
社
も
例
大
祭
、
御
幸
祭
を
斎
行
し

た
。
待
ち
に
待
っ
た
神
輿
渡
御
。
い
ざ

向
か
い
か
け
る
と
こ
の
数
年
で
担
ぎ
手

不
足
が
深
刻
化
。
一
部
規
模
を
縮
小

し
、以
前
の
二
割
減
の
奉
仕
員
で
協
力

し
合
い
「
や
っ
ぱ
り
祭
り
が
な
い
と
い

け
ん
わ
ぁ
」と
数
年
ぶ
り
の
清
々
し
さ

を
感
じ
、無
事
に
御
幸
祭
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
た
。

祭
を
続
け
て
い
く
た
め
に
、
奉
仕

員
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
毎
年
の
検

日
々
の
奉
仕
で
思
う
こ
と

大
正
十
一
年
四
月
の
遷
宮
遷
座

祭
の
時
、
江
府
町
久
連
出
身
東
京

在
住
の
竹
内
善
一
郎
氏
よ
り
寄
進

さ
れ
た
青
銅
製
御
神
灯
一
対
。

討
が
必
要
に
な
る
と
思
う
。

地
域
で
は
、
高
齢
化
や
少
子
化
に

よ
り
、
高
齢
者
世
帯
や
空
き
家
が
増

加
し
て
い
る
。
最
近
は
家
の
売
却
や

解
体
で
神
棚
や
墓
の
相
談
も
増
え
て

い
る
。

神
道
に
は
「
敬
神
崇
祖
」
と
い
う

言
葉
が
あ
る
。
神
様
を
敬
い
、
祖
先

を
尊
び
、
感
謝
の
心
を
も
っ
て
日
々

の
生
活
を
大
切
に
過
ご
す
こ
と
。
子

孫
に
繋
ぐ
こ
と
は
で
き
て
も
、
物
理

的
に
継
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
が

あ
る
。

様
々
な
形
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
折
り
合
い
が
つ
く

よ
う
、
真
摯
に
対
応
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
う
。

新
緑
の
季
節
は
落
ち
葉
の
季
節
。

古
い
葉
が
境
内
中
に
舞
い
落
ち
る
。

見
上
げ
る
樹
木
の
枝
は
青
々
し
く
、

自
然
の
息
吹
を
感
じ
な
が
ら
ブ
ロ
ア

ー
片
手
に
お
掃
除
。

以
前
は
竹
箒
で
一
時
間
以
上
か
か

っ
た
掃
除
も
十
五
分
ほ
ど
で
終
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
便
利
な
道
具

が
増
え
、
人
や
モ
ノ
の
動
き
は
格
段

に
速
く
な
っ
た
。
落
ち
葉
を
集
め
な
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が
ら
思
う
。
氏
子
数
が
減
り
、
参
拝

者
も
な
い
。
今
で
き
る
こ
と
と
何
な

の
か
。
あ
れ
こ
れ
思
い
浮
か
ん
で
は

消
え
、
結
局
今
ま
で
続
け
て
き
た
こ

と
を
こ
の
先
も
続
け
て
い
く
こ
と
、

と
考
え
が
落
ち
着
く
。
と
は
い
え
い

つ
ま
で
も
従
前
の
ま
ま
で
は
何
も
変

わ
ら
な
い
。

今
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
し
て
、

変
わ
ら
ず
あ
り
続
け
る
神
社
で
、
こ

の
先
も
氏
子
さ
ん
と
氏
神
様
を
繋
ぐ

こ
と
が
で
き
れ
ば
良
い
と
思
う
。

上
津
守
神
社
禰
宜

櫃

田

圭

子

権
禰
宜

安
達
真
希
子

米
子
市
淀
江
町
の
上
津
守
神
社
の

禰
宜
、
権
禰
宜
と
し
て
、
姉
妹
で
奉

仕
を
し
て
お
り
ま
す
。
令
和
三
年
か

ら
二
年
間
か
け
て
二
人
で
資
格
を
取

得
し
、
先
輩
神
職
や
氏
子
の
皆
様
を

は
じ
め
、
多
く
の
方
に
支
え
ら
れ
な

が
ら
、
一
つ
一
つ
の
神
事
を
執
り
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

資
格
取
得
の
た
め
の
勉
強
を
は
じ

め
、
様
々
な
方
と
お
会
い
す
る
中
で
、

自
分
た
ち
の
無
知
や
無
自
覚
の
諸
々

神
職
を
拝
命
し
て

を
恥
じ
る
と
と
も
に
、
非
常
に
尊
い

世
界
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
こ
と
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と
責
任

の
重
さ
を
感
じ
る
日
々
で
す
。

先
日
、
神
事
で
各
戸
を
訪
問
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
際
に
は
、
平
均
年
齢

約
九
〇
歳
の
女
子
会
が
開
催
さ
れ
て

お
り
「
大
き
く
な
っ
た
な
。
」
「
べ
っ

ぴ
ん
さ
ん
に
な
ん
な
っ
て
。」
と
嬉
し

い
お
言
葉
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。「
お
父
さ
ん
に
棟
上
げ
を
拝
ん
で

も
ら
っ
て
な
・
・
・
。」
と
懐
か
し
い

お
話
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
ご
家
族
も

姉
妹
で
奉
仕
し
た
神
事

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
先
代
宮
司
で

あ
る
曾
祖
父
の
人
柄
等
、
私
た
ち
の

知
ら
な
か
っ
た
家
族
の
一
面
を
教
え

て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
二
人
が
奉
仕
す
る
こ
と
を

温
か
く
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
る
氏
子

の
皆
様
に
感
謝
し
、
お
宮
で
の
お
祭

り
が
、
皆
様
の
人
生
の
大
切
な
思
い

出
や
、
家
族
や
地
域
が
つ
な
が
る
一

助
と
な
る
よ
う
、
心
を
込
め
て
奉
仕

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

知
識
も
経
験
も
浅
く
、
未
熟
な
私
た

ち
で
す
が
、
ど
う
ぞ
今
後
と
も
、
御

指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

本
年
元
旦
に
発
生
し
ま
し
た
、
令

和
六
年
能
登
半
島
地
震
の
甚
大
な
る

被
害
の
報
を
受
け
、
神
社
本
庁
で
神

社
復
旧
復
興
義
捐
金
の
募
集
を
は
じ

め
た
こ
と
を
受
け
、
当
県
も
関
係
各

位
に
ご
依
頼
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、

次
の
通
り
義
捐
金
が
集
ま
り
早
速
本

庁
へ
送
金
い
た
し
ま
し
た
。
皆
様
の

御
厚
志
に
対
し
厚
く
感
謝
し
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

鳥
取
支
部

七
五
一
、
〇
〇
〇
円

岩
美
支
部

七
七
九
、
〇
〇
〇
円

八
頭
支
部

二
八
七
、
〇
〇
〇
円

気
高
支
部

一
六
〇
、
〇
〇
〇
円

中
部
支
部

四
五
五
、
〇
〇
〇
円

西
部
支
部

五
四
六
、
一
七
五
円

日
野
支
部

二
八
三
、
〇
〇
〇
円

八
頭
地
区
神
社
総
代
会

二
、
七
一
二
、
八
四
九
円

鳥
取
縣
神
社
廳

一
三
、
八
七
二
円

そ
の
他

三
、
一
〇
四
円

合
計
送
金
額
計
〈
本
庁
送
金
額
〉

五
、
九
九
一
、
〇
〇
〇
円

五
月
二
十
三
日
開
催
の
神
社
本

庁
評
議
員
会
に
て
、
北
陸
の
被
災

県
を
代
表
し
て
、
石
川
県
の
北
村

嘉
章
庁
長
が
義
捐
金
の
お
礼
を
申

し
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
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中
国
地
区
神
社
庁
で
は
、
社
頭
講

話
の
実
技
講
習
を
通
し
て
相
互
研
鑽

を
図
る
べ
く
、
毎
年
各
県
持
ち
回
り

で
開
催
し
て
き
た
。

今
回
は
鳥
取
県
が
主
管
を
し
、
令

和
六
年
六
月
四
日
、
五
日
の
日
程
で
、

米
子
市
の
米
子
ワ
シ
ン
ト
ン
プ
ラ
ザ

に
て
、
二
十
七
名
の
参
加
（
助
言
者

含
む
）
で
開
催
し
た
。

研
修
方
式
は
、
十
一
名
の
講
話
実

習
者
が
各
十
分
の
持
ち
時
間
で
講
話

を
行
い
、
そ
の
後
、
参
加
者
が
感
想

第
二
十
五
回
中
国
地
区

社
頭
講
話
研
修
会
開
催

な
ど
を
話
し
、
最
終
日
に
分
散
会
に

分
か
れ
て
、
講
話
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
し
た
。

初
日
の
開
講
式
で
は
、
米
原
尊
仁

神
社
庁
研
修
所
長
が
、「
現
在
、
様
々

な
情
報
発
信
の
手
段
が
あ
る
が
、
直

接
参
拝
者
に
語
り
か
け
る
こ
と
の
で

き
る
社
頭
で
の
講
話
は
、
よ
り
重
要

度
を
増
す
」
旨
の
挨
拶
を
し
て
、
早

速
実
技
演
習
に
移
っ
た
。

研
修
会
の
総
合
司
会
は
永
江
吉
邦

教
化
部
企
画
室
長
で
、
助
言
者
と
し

て
、
米
原
尊
仁
庁
長
、
小
森
治
比
古

副
庁
長
、
来
海
邦
彦
神
社
庁
理
事
が

助
言
を
行
っ
た
。

県
内
の
講
話
実
習
者
は
次
の
通
り

「
後
継
者
に
つ
い
て
」

宇
倍
神
社
宮
司

金
田
祐
季

「
字
（
あ
ざ
）
に
見
る
白
尾
の
伝
説
」

白
尾
神
社
宮
司

上
屋
敷
明
美

「
言
霊
に
つ
い
て
」

賀
茂
神
社
天
満
宮
権
禰
宜

足
賀
司
朗

自
由
討
論
で
は
、
年
代
別
に
四
分

散
会
に
分
か
れ
て
、
社
頭
講
話
の
手

法
や
手
段
、
内
容
な
ど
に
つ
い
て
研

究
討
議
が
な
さ
れ
た
。
最
後
に
小
森

治
比
古
副
庁
長
が
挨
拶
し
閉
講
し
た
。

神
社
庁
の
「
過
疎
・
少
子
化
・

高
齢
化
」
に
伴
う
神
社
護
持
等
の
影

響
に
つ
い
て
の
調
査
を
、
本
年
度
は
、

気
高
支
部
と
中
部
支
部
を
対
象
に
行

っ
た
。

両
支
部
と
も
、
過
疎
・
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
に
つ
い
て
神
社
の
神
振
行
事

の
状
況
や
、
今
後
の
神
職
後
継
者
問

題
に
つ
い
て
協
議
が
な
さ
れ
、
そ
の

後
、
数
社
を
視
察
し
た
。

◇

協
議
さ
れ
た
内
容

◇

・

過
疎
・
少
子
化
で
神
振
行
事
の

人
集
め
に
苦
労
し
て
い
る
。

・

氏
子
数
の
減
少
も
あ
り
、
年
間

祭
典
の
回
数
が
減
っ
た
。

・

宮
司
が
長
ら
く
奉
仕
で
き
ず
、

代
わ
り
に
斎
主
を
引
き
受
け
て
い

る
。

・

跡
継
ぎ
の
い
な
い
社
家
が
増
え

て
き
て
い
る
。

・

自
治
会
と
神
社
運
営
組
織
の
乖

離
。

・

法
人
合
併
に
つ
い
て
学
ぶ
必
要

が
あ
る

・

氏
子
意
識
が
低
下
し
て
い
る
。

過
疎
地
域
神
社

実
態
調
査
報
告

賀
露
神
社
権
禰
宜

岡
村
吉
隆

日
本
の
祝
日
は
十

六
日
あ
り
、
こ
れ

は
先
進
国
の
中
で

も
最
多
で
あ
る
。

し
か
し
、
祝
日
の
由
来
を
知
ら
な

い
国
民
は
多
い
。
新
聞
に
お
い
て

も
、
建
国
記
念
の
日
の
故
事
に
触

れ
た
記
事
が
あ
っ
た
の
は
、
五
大

紙
の
う
ち
一
紙
だ
け
だ
っ
た
。
日

本
人
の
肇
国
の
精
神
が
薄
ら
い
で

い
る
感
じ
が
し
て
な
ら
な
い
。

民
族
と
は
「
国
語
」
と
い
わ
れ

る
。
し
か
し
、
今
日
カ
タ
カ
ナ
語

が
氾
濫
し
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
記

者
会
見
で
も
英
単
語
で
応
ず
る
選

手
も
か
な
り
多
く
、
報
道
機
関
も

そ
れ
を
異
と
し
な
い
。
こ
の
よ
う

に
、
国
民
と
は
何
か
が
曖
昧
に
な

り
つ
つ
あ
る
。

日
本
人
と
は
何
か
。
我
々
は
祝

日
を
含
め
日
々
の
生
活
の
中
で
、

日
本
の
歴
史
を
学
び
伝
統
を
顧
み
、

そ
こ
か
ら
日
本
人
の
あ
る
べ
き
姿

を
深
く
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

祝
日
に
思
う
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鳥
取
縣
神
社
廳
定
例
協
議
員
会
が

令
和
六
年
六
月
二
十
六
日
、
倉
吉
市

の
「
セ
ン
ト
パ
レ
ス
倉
吉
」
で
開
催

さ
れ
た
。

開
会
行
事
で
は
、
神
宮
遙
拝
、
国

歌
斉
唱
、
敬
神
生
活
の
唱
和
に
続
き
、

一
年
間
で
亡
く
な
ら
れ
た
神
社
関
係

者
に
対
し
黙
祷
を
捧
げ
た
。

開
会
挨
拶
で
、
米
原
尊
仁
庁
長
は

任
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
三
カ
年

の
庁
政
を
振
り
返
り
、「
コ
ロ
ナ
禍
を

経
て
、
神
社
界
は
分
水
嶺
に
立
っ
て

い
る
。
今
後
の
振
興
策
に
加
え
過
疎

化
に
対
す
る
宗
教
法
人
と
し
て
の
対

応
を
検
討
し
、
対
策
を
講
じ
る
必
要

制
」
な
ど
の
旨
を
述
べ
た
。

門
脇
豊
文
議
長
の
も
と
議
案
は
、

上
程
さ
れ
た
と
お
り
承
認
さ
れ
、
任

期
満
了
を
迎
え
る
役
員
の
改
選
で
次

の
通
り
選
出
さ
れ
た
。

〈

役

員

〉

庁

長
倭
文
神
社
宮
司

米
原

尊
仁

副
庁
長

下
味
野
神
社
宮
司

小
森
治
比
古

定
例
協
議
員
会
報
告

理

事
聖
神
社
宮
司

松
田

直
也

美
取
神
社
宮
司

田
中

明
博

東
井
神
社
宮
司

田
中

倫
明

相
屋
神
社
宮
司

宇
多
川
貴
史

小
鴨
神
社
宮
司

井
上

智
史

貴
布
禰
神
社
宮
司

来
海

邦
彦

樂
樂
福
神
社
宮
司

木
山

典
明

（
総
代
会
選
出
三
名
は
八
月
二
十

二
日
の
評
議
員
会
に
て
選
出
）

〈

監

事

〉

白
兎
神
社
宮
司

河
上

博
一

東
小
鹿
神
社
宮
司

川
上

寛
史

日
下
神
社
宮
司

髙
橋

司
朗

〈

本
庁
評
議
員

〉

庁

長

米
原

尊
仁

副
庁
長

小
森
治
比
古

総
代
会
長
（
評
議
員
会
に
て
選
出
）

新
役
員
を
代
表
し
て
米
原
尊
仁
庁

長
が
挨
拶
を
し
、
元
神
社
庁
長
の
永

江
則
英
氏
と
前
神
社
庁
長
の
岡
村
吉

明
氏
を
顧
問
に
推
し
、
全
協
議
員
が

賛
同
し
た
。

一
、
神
宮
奉
賛
活
動
の
推
進

天
皇
陛
下
の
御
聴
許
を
拝
し
、
第

六
十
三
回
神
宮
式
年
遷
宮
の
斎
行
に

向
け
て
神
宮
奉
賛
の
意
義
を
啓
発
し
、

参
宮
運
動
、
神
宮
大
麻
頒
布
を
推
進

す
る
。

一
、
国
民
精
神
昂
揚
運
動
の
推
進

皇
室
敬
慕
の
念
の
醸
成
に
努
め
る

こ
と
。
鳥
取
縣
護
國
神
社
へ
の
奉
賛

活
動
の
推
進
。
憲
法
改
正
に
向
け
た

活
動
。

一
、
教
化
活
動
の
推
進

神
社
本
庁
の
教
化
実
践
目
標
を
柱

と
し
た
教
化
活
動
を
推
進
す
る
。
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営
、「
廳
報
」
発
行

な
ど
広
報
活
動
の
推
進
。
国
歌
斉
唱

・
国
旗
掲
揚
の
定
着
化
を
推
進
す
る
。

一
、
神
社
振
興
対
策
の
推
進

神
社
本
庁
の
「
過
疎
地
域
神
社
活

性
化
推
進
施
策
」
の
推
進
。
過
疎
・

少
子
高
齢
化
に
伴
う
神
社
護
持
対
策

の
た
め
の
調
査
の
実
施
。

◇

表

彰

◇

△
本

庁

（
６
・
２
・
３
附
）

中
部

倭
文
神
社
宮
司

永
江

重
昭

日
野

野
上
荘
神
社
宮
司

花
田

敏
子

鳥
取

賀
露
神
社
総
代

深
澤

弘
志

表
彰
人
事
等

中
部

灘
郷
神
社
役
員

陶
山
健
太
郎

△
神
社
庁

（
６
・
２
・

附
）

24

鳥
取

倉
田
八
幡
宮
禰
宜

永
江

吉
邦

仝

湯
所
神
社
役
員

森
本

秋
衞

気
高

相
屋
神
社
役
員

田
中

正
夫

西
部

日
御
﨑
神
社
禰
宜

門
脇
規
矩
子

仝

大
神
山
神
社
禰
宜

相
見

正
邦

仝

和
田
御
﨑
神
社
禰
宜

櫃
田

康
一

仝

津
守
神
社
役
員

谷
野

正

日
野

日
谷
神
社
役
員

若
月

昇

◇

感
謝
状

◇

△
神
社
廳

鳥
取

賀
露
神
社

株
式
会
社
リ
ン
ガ
ー
ハ
ッ
ト
名
誉
会
長

米
濱

和
英

仝

賀
露
神
社

株
式
会
社
リ
ン
ガ
ー
ハ
ッ
ト
最
高
顧
問

米
濱

鉦
二

◇

人

事

◇

△
新

任

鳥
取

長
田
神
社
権
禰
宜

大
澤

悠
翔

仝

倉
田
八
幡
宮
権
禰
宜

永
江

樹
生

△
退

任

西
部

逢
坂
八
幡
宮
宮
司

太
田

禎
彦

仝

逢
坂
八
幡
宮
権
禰
宜

太
田

勝
能

△
帰

幽

岩
美

服
部
神
社
宮
司

横
山

利

日
野

大
石
見
神
社
宮
司

多
田

重
美
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